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『
戦
国
楚
簡
研
究
2
0
0
 5』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
38
号〉）

調
査
旅
程
の
概
要

二
0
0
五
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
三
日
に
か
け
て
、
戦
国

楚
簡
研
究
会
は
湖
北
省
荊
門
市
を
中
心
に
、

（
一
）
郭
店
楚
簡
を
収
蔵
す
る
荊
門
市
博
物
館

（
二
）
郭
店
一
号
楚
墓
を
含
む
紀
山
古
墓
群

（
三
）
楚
の
都
「
紀
南
城
」
址

（
四
）
張
家
山
漢
簡
な
ど
を
収
蔵
す
る
荊
州
博
物
館

を
主
な
対
象
と
し
た
学
術
調
査
を
行
っ
た
。

二
0
0
一
年
以
来
、
本
研
究
会
は
、
上
海
博
物
館
の
訪
問
、
大

阪
大
学
に
お
け
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
台
湾
大
学
や
北

京
•
清
華
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ヘ
の

八
月
三
十
日

八
月
二
十
九
日

戦
国
楚
簡
研
究
会

参
加
な
ど
、
国
際
的
な
学
術
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。
今

回
の
学
術
調
査
は
、
本
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る
共
同

研
究
「
戦
国
楚
簡
の
総
合
的
研
究
」
（
代
表
者
・
湯
浅
邦
弘
）
が
科

学
研
究
費
基
盤
研
究
B

（二

0
0
五
年
度

S
二
0
0
八
年
度
）
に

採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

行
程
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

中
国
湖
北
省
荊
門
。
荊
州
学
術
調
査
報
告

平
成
十
七
年
十
二
月
四
四
ー
六
四
頁

関
西
国
際
空
港
に
集
合
。
上
海
・
浦
東
国
際

空
港
へ
。
上
海
泊
。

上
海
・
虹
橋
空
港
か
ら
湖
北
省
・
宜
昌
空
港

へ
。
宜
昌
か
ら
荊
州
を
経
由
し
て
荊
門
へ
（
高

速
道
路
を
利
用
）
。
荊
門
泊
。

(44) 



九
月
二
日

九
月
三
日

九
月
一
日

湖北省への行程

八
月
三
十
一
日
午
前
、
荊
門
市
博
物
館
を
訪
問
。
午
後
、
紀

山
古
墓
群
を
調
査
。
荊
門
泊
゜

午
前
、
紀
南
城
址
を
視
察
、
午
後
、
荊
州
博

物
館
を
訪
問
。
荊
門
泊
゜

荊
門
か
ら
荊
州
を
経
由
し
て
宜
昌
へ
（
高
速

道
路
を
利
用
）
、
更
に
宜
昌
空
港
か
ら
上
海
・

虹
橋
空
港
へ
。
上
海
泊
。

午
前
、
上
海
博
物
館
訪
問
。
上
海
・
浦
東
国

際
空
港
か
ら
関
西
国
際
空
港
へ
。
関
西
国
際

空
港
に
て
解
散
。

参
加
者
は
、
本
研
究
会
設
立
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
浅
野

裕
一
（
東
北
大
学
大
学
院
）
・
湯
浅
邦
弘
（
大
阪
大
学
大
学
院
）
．

福
田
哲
之
（
島
根
大
学
）
•
竹
田
健
二
（
同
）
・
菅
本
大
二
（
梅
花

女
子
大
学
）
の
五
名
に
加
え
て
、
渡
遜
英
幸
（
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
）
・
通
訳
の
郭
丹
（
島
根
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

在
学
中
）
の
合
計
七
名
で
あ
る
。
こ
の
他
、
湖
北
省
に
お
け
る
調

査
に
の
み
、
北
京
•
清
華
大
学
に
留
学
中
の
福
田
一
也
が
現
地
で

合
流
し
て
同
行
し
た
。

湖
北
省
で
の
移
動
手
段
に
は
専
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
、
中

国
国
内
で
の
全
行
程
に
同
行
す
る
ス
ル
ー
ガ
イ
ド
、
湖
北
省
で
の

ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
と
併
せ
て
、
予
め
旅
行
社
を
通
じ
て
手
配
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
お
か
げ
で
、
す
べ
て
の
調
査
活
動
が
概
ね

円
滑
に
行
わ
れ
、
満
足
す
べ
き
充
実
し
た
成
果
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
「
荊
門
市
博

物
館
」「
紀
山
古
墓
群
」
「
紀
南
城
址
」
「
荊
州
博
物
館
」
の
項
を

参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
本
研
究
会
の
メ
ン
バ

ー
は
、
四
年
前
か
ら
ほ
ぽ
毎
年
上

海
を
訪
れ
て
い
る

(
S
A
R
S
が
流
行
し
た
二

0
0
三
年
を
除
く
）
。

毎
回
上
海
博
物
館
を
訪
問
し
、
故
馬
承
源
氏
を
は
じ
め
、
陳
侃
芥

氏
・
膜
茅
左
氏
ら
博
物
館
の
研
究
者
と
面
談
を
重
ね
、
上
博
楚
簡

に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
収
集
し
て
き
た
。
今
回
も
上
海
博
物

館
を
訪
問
し
た
の
だ
が
、
日
程
の
都
合
で
最
終
日
の
半
日
し
か
時

C 45) 



湖北省略図

間
が
確
保
で
き
ず
、
博
物
館
の
関
係
者
と
会
う
こ
と
も
で
き
な
か

っ
た
。
今
回
は
特
筆
す
べ
き
新
た
な
情
報
は
な
い
。

本
研
究
会
の
浅
野
•
福
田
哲
之
ら
が
初
め
て
上
海
博
物
館
を
訪

問
し
た
の
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
一
分
冊
が
刊
行

さ
れ
る
前
の
二

O
O
一
年
八
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
は
博
物
館

側
の
御
厚
意
に
よ
り
、
上
博
楚
簡
を
実
見
す
る
機
会
を
得
た
が
、

中
国
歴
代
書
法
館
に
お
い
て
展
示
さ
れ
て
い
た
上
博
楚
筋
の
拡
大

写
真
パ
ネ
ル
か
ら
も
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
訪
問
で
は
、
せ
め
て
書
法
館
の
展
示
か
ら
情
報
が
得
ら

れ
な
い
か
と
期
待
し
た
が
、
楚
筋
に
関
す
る
展
示
そ
の
も
の
が
一

点
も
な
か
っ
た
。
上
海
博
物
館
の
よ
り
積
極
的
な
資
料
展
示
を
望

み
た
い
。

（
竹
田
健
二
）
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車中の様子

湖北省 ・郭店一号楚墓付近にて
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荊
門
市
博
物
館

（二

0
0
五
年
八
月
三
十
一
日
午
前
十
時

S
十
二
時
訪
問
）

八
月
三
十
一
日
午
前
九
時
四
十
五
分
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
（
荊

門
市
の
鳳
凰
花
苑
酒
店
）
か
ら
専
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
荊
門
市
博

物
館
（
写
真

1
)
に
向
か
っ
た
。
約
十
分
あ
ま
り
で
到
着
。

博
物
館
は
、
荊
門
市
内
の
繁
華
街
象
山
大
道
の
北
端
に
あ
り
、

建
物
は
、
古
式
ゆ
か
し
い
伝
統
的
建
築
物
で
統
一
さ
れ
て
い
た
。

一
九
八
四
年
の
創
建
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
一
九
八
四

S
八
五
年

に
か
け
て
、
荊
門
付
近
の
道
路
建
設
に
伴
い
数
百
座
の
墳
墓
が
発

見
さ
れ
、
ま
た
八
六

S
八
七
年
に
か
け
て
、
包
山
楚
墓
な
ど
八
十

座
の
墓
群
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
荊
門
市
博
物
館
は
一
躍
脚
光
を

浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
九
三

S
九
四
年
に
か
け
て
、
盗
掘
を
発
端
と
す

る
紀
山
古
墓
群
の
調
査
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
九
三
年

に
急
逮
新
館
が
増
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
三
年
秋
に
発
見

さ
れ
た
郭
店
楚
簡
の
整
理
・
研
究
を
推
進
す
る
た
め
、

二
0
0
0
 

年
四
月
に
は
「
郭
店
楚
簡
研
究
中
心
」
が
併
設
さ
れ
た
。
現
在
、

敷
地
面
積
は
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
職
員
数
は
七
十
人
余
、
収

蔵
品
は
、
国
家
一
級
文
物
六
十
余
点
を
含
む
一
万
二
千
点
に
の
ぽ

る
と
い
う
。

同
博
物
館
で
は
、
ま
ず
館
長
の
薔
信
斌
先
生
な
ら
び
に
「
郭
店

楚
簡
研
究
中
心
」
主
任
の
雀
仁
義
先
生
の
挨
拶
を
受
け
た
。

写真1荊門市博物館
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で
、
今
回
の
旅
行
団
の
団
長
・
浅
野
裕
一
教
授
か
ら
、
関
係
著
書

の
寄
贈
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
雀
先
生
が
館
内
を
詳
し
く
説
明

し
て
下
さ
っ
た
。

ま
ず
包
山
楚
墓
の
展
示
室
を
見
学
。
包
山
楚
墓
の
棺
棒
や
出
土

品
を
実
見
し
、
ま
た
包
山
楚
墓
お
よ
び
他
の
紀
山
古
墓
群
の
位
置

関
係
な
ど
を
展
示
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。
次
に
、
「
珍
宝
館
」

と
記
さ
れ
た
展
示
室
に
入
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
郭
店
一
号
楚
墓
か

ら
出
土
し
た
竹
簡
の
レ
プ
リ
カ
（
原
寸
大
）
が
整
然
と
展
示
さ
れ

て
い
た
。
『
老
子
』
『
太
一
生
水
』
『
成
之
聞
之
』
『
魯
穆
公
問
子
思
』

『
尊
徳
義
』
な
ど
、
こ
れ
ま
で
釈
読
を
重
ね
て
き
た
竹
簡
が
展
示

室
い
っ
ぱ
い
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
様
子
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
別
室
に
招
か
れ
た
我
々
は
、
い
よ
い
よ
郭
店
楚
簡
の

実
物
（
原
簡
）
を
拝
見
し
た
（
写
真
2
)
。
今
回
閲
覧
を
許
さ
れ
た

の
は
、
『
太
一
生
水
』
『
魯
穆
公
問
子
思
』
『
語
叢
三
』
『
語
叢
四
』

の
竹
簡
計
四
本
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
薬
液
入
り
の
試
験
管
の
中
に

収
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
、
写
真
版
で
し
か
見
ら
れ
な
か
っ

た
竹
簡
の
実
物
を
目
に
し
、
特
に
竹
簡
の
形
態
や
文
字
の
様
子
、

ま
た
、
写
真
版
で
は
示
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
竹
簡
の
側
面
や
背
面

の
状
態
を
直
接
把
握
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
館
内
に
は
、
郭
店
楚
墓
の
墓
葬
年
代
に
つ
い
て
、
「
武
漢

地
質
学
院
測
値
中
心
」
に
よ
る
証
明
書
「
同
位
素
分
析
成
果
報
告

単
」
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
（
写
真
3
)
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
郭
店
一

号
楚
墓
の
「
棺
木
」
の
炭
素
14
の
測
定
値
が
「
二
三
四
〇
土
七

0
年
」
で
あ
り
、
そ
の
測
定
の
基
準
年
は
、
国
際
標
準
年
で
あ
る

「
一
九
五

0
年
」
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
測
定
数
値
に
よ
れ
ば
、
郭
店
楚
墓
の
造
営
時
期
は
、
紀
元
前
三

九

0
年
頃
（
土
一
七

0
年
）
と
な
り
、
例
え
ば
、
近
隣
の
包
山
楚

墓
（
竹
簡
に
記
さ
れ
た
紀
年
か
ら
紀
元
前
三
一
六
年
の
造
営
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
）
な
ど
に
比
べ
て
や
や
古
い
時
期
の
造

営
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
こ

れ
ま
で
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
極
め
て
貴
重
な
情
報
で

あ
る
。従
来
、
戦
国
楚
簡
の
研
究
に
お
い
て
、
上
博
楚
簡
は
炭
素
14
の

測
定
値
が
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
出
土
地
が
特
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
一
方
、
郭
店
楚
簡
に
つ
い
て
は
他
の
多
く
の
副
葬
品
の
考
古

学
的
編
年
か
ら
紀
元
前
三
百
年
頃
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
炭
素
14
の
測
定
値
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
状

況
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
戦
国
楚
簡
研
究
に
対
し
て
二
の
足

を
踏
む
研
究
者
が
い
る
と
い
う
原
因
の
―
つ
に
も
な
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
荊
門
市
博
物
館
に
は
、
一
九
九
四
年
七
月
付
け
の

炭
素

14
の
測
定
値
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
証
明
書

は
以
前
か
ら
館
内
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
近
年
初

(49) 



め
て
掲
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
同
館
を
訪
問
し
た
研
究
者
か
ら
は
伝
え
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写真 3 写真 2

（
湯
浅
邦
弘
）

ら
れ
な
か
っ
た
新
情
報
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
郭
店
楚
簡
と
上
博
楚
簡
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
重
要

な
解
説
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
上
博
楚
筋
は
盗
掘
さ
れ
た
後
、

香
港
の
古
玩
市
場
に
流
出
し
て
い
た
も
の
を
上
海
博
物
館
が
購
得

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
盗
掘
さ
れ
た
地
点
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
出
土
地
点
に
つ
い
て
郭
店
楚
墓
と
同
じ
く
湖

北
省
で
あ
る
と
の
噂
は
以
前
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
雀
仁
義
先
生
よ
り
、
明
確
な
こ
と
は

言
え
な
い
も
の
の
、
双
方
の
竹
簡
に
付
着
し
て
い
た
土
の
質
が
類

似
し
て
お
り
、
ま
た
、
竹
簡
の
字
体
が
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
こ

と
か
ら
、
上
博
楚
簡
の
出
士
地
も
、
同
じ
く
紀
山
古
墓
群
内
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
の
教
示
を
得
た
。
こ
の
点
も
、
上
博
楚
簡
の

資
料
的
性
格
を
考
え
る
際
の
重
要
な
情
報
で
あ
る
。

二
時
間
ほ
ど
の
訪
問
で
は
あ
っ
た
が
、
多
く
の
学
術
的
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
我
々
に
と
っ
て
は
非
常
に
貴
重
な
体
験
と
な

っ
た
。
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荊
門
市
博
物
館
の
訪
問
を
終
え

昼
食
を
と
っ
た
後
、
雀
仁
義

写真1

紀
山
古
墓
群

（二

0
0
五
年
八
月
三
十
一
日
午
後
一
時
半

S
午
後
五
時
半

調
査
）

先
生
の
案
内
で
紀
山
古
墓
群
に
向
か
っ
た
。
紀
山
古
墓
群
は
、
荊

門
市
の
南
約
五
十
km
、
荊
州
の
北
約
十
km
の
地
点
に
あ
り
、
荊
門

と
荊
州
を
結
ぶ
「
襄
荊
高
速
道
路
」
の
西
側
に
位
置
す
る
。
総
面

積
は
約
百
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
い
う
広
大
な
一
帯
で
あ
る
。
募

群
は
現
在
、
「
白
龍
商
」
「
張
家
岡
」
「
郭
店
蘭
」
な
ど
二
十
四
の

墓
地
の
名
称
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
我
々
が
調
査

し
た
の
は
、
こ
の
内
の
「
大
膵
家
窪
」
「
尖
山
」
「
郭
店
」
の
三
箇

所
で
あ
っ
た
。

ま
ず
「
大
酵
家
窪
」
（
写
真
1
)

は
、
一
号
墓
・
ニ
号
墓
と
い
う

比
較
的
大
き
な
主
墓
と
、

四
行
十
列
に
排
列
さ
れ
た
陪
葬
墓
か
ら

な
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
と
も
に
雑
木
に
裂
わ
れ
た
小
高
い
丘
と

な
っ
て
お
り
、
我
々
は
や
や
息
を
切
ら
し
な
が
ら
一
号
塞
・
ニ
号

墓
お
よ
び
陪
葬
墓
の
―
つ
に
登
っ
た
。

こ
の

二
号
墓
と
陪
葬
墓
の

間
に
は
祭
垣
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
東
側
に
は
五
段
か
ら
な
る
台
階

も
築
か
れ
て
い
て
、
も
と
は
人
工
的
に
整
備
さ
れ
た
完
成
度
の
高

い
墓
地
で
あ
っ
た
と
の
印
象
を
得
た
。
雀
先
生
の
説
明
で
は
、
お

そ
ら
く
楚
王
の
墓
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
「
尖
山
」
墓
地
（
写
真
2
)

は
、
現
在
農
地
と
な
っ
て
い

る
平
地
に
、
ま
さ
に
突
出
し
た
丘
状
を
呈
し
て
い
た
。
「
尖
山
」
墓

地
は
全
体
で
は
百
十
二
の
墓
群
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
我
々
は
そ
の
内
、
胡
麻
の
苗
が
密
集
し
て
植
え
ら

れ
て
い
る
高
さ
約
六
メ
ー
ト
ル
の
封
土
に
登
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
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写真2

紀
山
古
墓
群
の
様
子
が
良
く
眺
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
墓
群
が
日
当

た
り
の
良
い
丘
陵
地
に
形
成
さ
れ
て
い
る
状
況
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
丘
状
に
見
え
る
盛
り
土
は
、
す
べ
て
古
墓
の
封
土
で

あ
り
、
そ
の
総
数
は
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
三
百
を
超

え
る
と
い
う
。
春
秋
戦
国
時
代
の
楚
の
都
「
郡
」
の
墓
陵
地
と
し

て
重
要
な
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
実
見
し
た
の
は
、
念
願
の
郭
店
一
号
楚
墓
で
あ
る
（
写

真

3
)
。
郭
店
一
号
楚
墓
は
右
の
「
大
膵
家
窪
」
「
尖
山
」
の
南
東

約
四
＼
五

km
の
地
点
に
位
置
し
、
右
の
二
つ
の
墓
地
が
今
も
小
高

い
丘
と
し
て
封
土
を
残
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
蔑
家
の
裏
の
全

く
平
坦
な
場
所
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
農
民
が

耕
作
用
に
封
土
を
削
り
取
っ
た
た
め
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
古
墓
の
存
在
が
分
か
り
、
盗
掘
に
あ
っ
て
郭
店
楚

簡
の
発
見
に
至
っ
た
訳
で
あ
る
。
郭
店
一
号
楚
墓
は
、
一
九
九
三

年
十
月
の
発
掘
調
査
の
後
、
土
が
埋
め
戻
さ
れ
、
現
在
は
、
か
つ

て
の
墓
坑
の
上
に
高
さ
約
三
十

cm
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
囲
い
が
施

さ
れ
て
い
た
（
写
真
4
)
。

郭
店
一
号
楚
墓
は
、
墓
坑
の
深
さ
が
約
七
メ
ー
ト

ル
、
墓
坑
・

墓
道
の
幅
は
約
九
メ
ー
ト
ル
、
墓
棺
は

一
棺
。
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

墓
で
は
な
い
。
当
時
の
礼
制
か
ら
推
し
て
、
恐
ら
く
楚
の
「
士
」

ク
ラ
ス
の
墓
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今
は
、
こ
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
囲
い
に
よ
っ
て
そ
の
当
時
を
偲
ぶ
他
は
な
い
。

こ
こ
で
我
々
が
少
し
心
を
痛
め
た
の
は
、
紀
山
古
墓
群
の
保
存

や
顕
彰
の
状
態
で
あ
る
。
「
大
膵
家
窪
」
に
は
、
付
近
の
農
家
に
小
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写真 3

さ
な
カ
メ
ラ
付
き
の
ア
ン
テ
ナ
が
一
本
立
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
盗
掘
を
防
ぐ
た
め
の
監
視
用
の
ア
ン
テ
ナ
で
あ
る
と
の
こ
と

写真4

で
あ
っ
た
が
、
広
大
な
紀
山
古
墓
群
全
体
を
監
視
す
る
に
は
不
十

分
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。
ま
た
、「
大
膵
家
窪
」
「
尖
山
」
墓
地

へ
の
入
り
口
が
公
道
か
ら
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
に
対
し
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て
、
郭
店
一
号
楚
墓
ま
で
は
車
一
台
が
や
っ
と
通
れ
る
程
の
細
い

一
本
の
農
道
が
通
っ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
途
中
、
案
内
表
示
な

ど
は
ま
っ
た
く
な
い
。
ま
た
墓
は
、
う
っ
そ
う
と
し
た
雑
木
林
に

覆
わ
れ
て
い
て
、
墓
の
東
側
に
「
郭
店
一
号
墓
」
と
い
う
小
さ
な

墓
標
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
郭
店
楚
簡
の
重
要
性

に
比
し
て
粗
末
な
扱
い
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
残
念
な
印
象
が
拭

え
な
か
っ
た
。

ち
な
み
に
紀
山
古
墓
群
は
、
一
九
九
六
年
に
「
国
家
級
文
物
保

護
単
位
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
湯
浅
邦
弘
）

(54) 



九
月
日
、
快
晴
。
朝
九
時
三
十
分
、
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
荊
門
の
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て
高
速
道
路

を
南
下
、
紀
南
城
に
向
か
う
。
楚
の
都
「
郡
」
の
城
址
で
あ
る
紀

南
城
は
、
先
秦
史
を
勉
強
す
る
身
と
し
て
、
一
度
は
訪
れ
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
場
所
の
―
つ
で
あ
る
。

紀
南
城
は
か
つ
て
の
沙
市
、
現
在
は
荊
州
市
の
行
政
区
域
内
に

含
ま
れ
て
お
り
、
江
陵
県
城
か
ら
北
に
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

離
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
（
地
図
1
)
。
付
近
に
は
、
西
北
の
八
嶺

山
や
北
の
紀
山
に
代
表
さ
れ
る
楚
の
古
墓
群
が
無
数
に
分
布
し
て

お
り
、
包
山
楚
簡
が
出
土
し
た
荊
門
包
山
二
号
墓
は
北
に
約
十
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
天
星
観
一
号
墓
は
東
に
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
地
に
あ
る
。
．

紀
南
城
遺
跡
は
、
一
九
六
一
年
に
国
家
重
点
文
物
保
護
単
位
に

指
定
さ
れ
、
北
壁
と
南
壁
に
そ
れ
ぞ
れ
郭
沫
若
の
手
に
な
る
「
楚

紀
南
故
城
」
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
城
壁
は
南
北
約
三
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
四
隅
が
コ
ー
ナ

ー
カ
ッ
ト
さ
れ
た
い
び
つ
な
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
（
地
図
2
)
。

南
壁
東
部
は
南
側
に
張
り
出
し
て
凸
部
を
形
成
し
て
お
り
、
凸
部

の
西
よ
り
の
部
分
に
は
城
壁
の
切
れ
目
が
あ
っ
て
、
南
の
大
門
の

紀
南
城
址

（二

0
0
五
年
九
月
一
日
午
前
十
時
半

S
十
二
時
調
査
）

跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
凸
部
の
北
側
に
位
置
す
る
松
柏
区
の
西

部
に
は
内
城
壁
の
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
考
古
学
的
調

査
に
よ
り
、
外
城
郭
南
門
か
ら
北
に
向
か
っ
て
、
大
規
模
な
建
物

の
台
基
が
連
な
っ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
南
北

に
連
な
る
宮
殿
区
域
の
中
心
軸
線
で
あ
る
と
い
う
。

紀
南
城
が
い
つ
か
ら
楚
の
都
城
で
あ
っ
た
の
か
は
、
は
っ
き
り

し
な
い
。
大
城
壁
が
築
か
れ
た
時
期
は
、

C
1
4
年
代
測
定
な
ど
に

よ
っ
て
、
春
秋
時
代
の
後
期
か
ら
戦
国
時
代
の
前
期
の
間
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
実
は
、
こ
の
紀
南
城
が
本
当
に
楚
の
都
「
郡
」
で

あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
一
部
に
異
論
が
存
在
し
て

い
る
。
し
か
し
楚
史
研
究
の
専
家
で
あ
る
谷
口
満
氏
は
、
戦
国
時

代
の
出
土
文
字
資
料
の
分
析
に
よ
っ
て
、
こ
の
紀
南
城
こ
そ
が

「
郡
」
と
呼
ば
れ
る
楚
の
都
城
に
該
当
す
る
こ
と
を
論
証
し
て
お

り
、
少
な
く
と
も
春
秋
後
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
こ
の
紀

南
城
が
楚
都
「
郡
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
宮
殿
区
域
内
の
台
基
の
中
に
は
、
一
部
で
春
秋
中
期
に
さ

か
の
ぼ
る
遺
構
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
仮
に
大
城
壁
が
建
築
さ
れ

た
時
期
が
春
秋
後
期
以
降
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
以
前
か
ら
こ

の
地
に
楚
の
都
城
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
い
う
。
文

献
史
料
で
は
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
十
四
年
（
前
六
一
三
年
）
と

昭
公
二
十
三
年
（
前
五
一
九
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
「
城
郡
（
郡
に
城

く
）
」
と
見
え
て
お
り
、
後
者
の
記
事
が
あ
る
い
は
大
城
壁
の
建
築
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開
始
を
伝
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
紀
南
城
が
廃
棄
さ
れ
た
時
期
は
明
瞭
で
あ
る
。

文
献
史
料
に
見
え
る
秦
頃
襄
王
の
二
十
年
（
前
二
七
八
年
）
の
白

起
に
よ
る
「
抜
郡
」
の
時
期
に
、
楚
が
紀
南
城
を
廃
棄
し
た
こ
と

が
、
考
古
学
的
に
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
を
境
に
、

周
辺
の
墓
葬
の
う
ち
中
ラ
ン
ク
以
上
の
楚
墓
が
姿
を
消
す
一
方
で
、

秦
文
化
と
も
っ
た
墓
葬
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
こ

の
事
象
は
、
秦
軍
の
占
領
に
よ
り
、
楚
の
貴
族
層
が
こ
の
一
帯
か

ら
駆
逐
さ
れ
る
と
と
も
に
、
秦
人
の
進
出
が
開
始
さ
れ
た
事
実
を

意
味
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
紀
南
城
は
、

春
秋
時
代
の
後
期
か
ら
戦
国
時
代
の
後
期
に
至
る
ま
で
の
約
二
百

四
十
年
間
、
楚
の
中
心
地
と
し
て
機
能
し
続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る。
私
た
ち
が
訪
れ
た
地
点
は
、
紀
南
城
の
大
城
壁
の
東
南
に
当
た

る
部
分
で
あ
る
。
東
側
の
城
壁
を
削
る
よ
う
に
南
北
に
走
る
襄
沙

公
路
に
面
し
て
前
述
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
（
写
真
①
）
。

石
碑
の
背
後
に
は
西
に
向
か
っ
て
、
城
壁
址
が
な
だ
ら
か
な
マ
ウ

ン
ド
を
形
成
し
て
い
る
（
写
真
②
）
。
こ
れ
に
沿
っ
て
西
に
歩
く
こ

と
数
分
、
城
壁
に
大
き
な
空
隙
が
確
認
で
き
（
写
真
③
）
、
空
隙
の

向
こ
う
側
の
城
壁
が
北
に
屈
曲
し
、
城
壁
上
に
は
小
高
い
台
基
が

残
さ
れ
て
い
た
（
写
真
④
）
。
楚
の
南
大
門
の
跡
と
、
大
門
に
面
し

た
「
焔
火
台
」
の
跡
で
あ
る
。
私
た
ち
は
蜂
火
台
に
上
り
、
北
に

向
か
っ
た
城
壁
が
さ
ら
に
西
向
き
に
ほ
ぼ
九
十
度
の
角
度
で
屈
曲

し
て
い
る
の
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
写
真
⑤
）
。
こ
の
屈
曲

部
が
紀
南
城
南
城
壁
の
凸
部
の
西
端
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
北
側
が
、

紀
南
城
の
宮
城
区
域
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
に
は
、
内
城
を

囲
む
城
壁
も
、
宮
殿
区
を
南
北
に
走
る
中
軸
線
の
跡
も
、
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
二
十
分
ほ
ど
、
ゆ
っ
く
り
と
南
城

壁
上
を
歩
い
て
み
た
が
（
写
真
⑥
）
、
城
壁
の
西
端
は
い
ま
だ
見
え

な
い
。
あ
ら
た
め
て
紀
南
城
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
。

本
来
な
ら
ば
、
こ
の
ま
ま
城
壁
を
ず
っ
と
歩
き
た
い
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
行
の
次
の
訪
問
予
定
も
あ
り
、
移
動
や
食

事
の
時
間
を
考
慮
す
る
と
、
紀
南
城
訪
問
は
一
時
間
半
ほ
ど
で
切

り
上
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
こ
と
に
残
念
で
は
あ
る
が
、
ふ

た
た
び
訪
問
す
る
こ
と
を
期
し
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
込
み
、

紀
南
城
を
後
に
し
た
。

（
参
考
文
献
）

•
郭
徳
維
『
楚
都
紀
南
城
復
原
研
究
』
文
物
出
版
社
、
二0
0
0年

•
劉
彬
徽
「
関
干
郭
店
楚
簡
年
代
及
相
関
問
題
的
討
論
」
『
早
期
文

明
与
楚
文
化
研
究
』
岳
麓
書
社
出
版
社
、
二

0
0
一
年

•
徐
少
華
「
郭
店
一
号
楚
墓
年
代
析
論
」
『
江
漢
考
古
』
二0
0
五
年

第
一
期

•
谷
口
満
「
楚
国
の
都
城
」
『
長
江
文
明
I
I
I

諸
流
域
の
文
化
ー
』

勉
誠
社
、
日
中
文
化
研
究
、
第
十
号
、
一
九
九
六
年

•
谷
口
満
「
再
論
楚
郡
都
的
地
望
問
題
ー
紀
南
城
是
否
春
秋
時
期

的
郡
都
？
」
『
楚
文
化
研
究
論
集
』
第
六
集
、
湖
北
教
育
出
版
社
、

1
0
0
五
年

（
渡
遜
英
幸
）
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写真①• 紀南城の石碑 （南城壁）

写真② ：紀南城南城壁の突出部 （東から西に向かってIii影）
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写只③ ：南城壁の空隙 （大門の跡。北から南に向かって撮影）

写瓦④ • 燐火台跡（北から南に向かって1最影）
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写文⑤：南城壁突出部の屈曲（燦火台上より北に向かって撮影）

写文⑥• 南城壁 （東から西に向かって撮影）
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荊
州
博
物
館

（
九
月
一
日
午
後
一
時
四
十
分
＼
四
時
訪
問
）

写真 1

荊
州
博
物
館
は

一
九
五
八
年
に
建
て
ら
れ
、
陳
列
大
楼
・
文
物

保
管
大
楼
・
珍
品
館
・
協
公
楼
や
唐
の
開
元
年
間
に
創
建
さ
れ
た

写真 2

開
元
観
な
ど
の
建
築
物
か
ら
な
り
、
建
築
総
面
積
約
三
万
平
方
メ

ー
ト
ル
、
展
示
総
面
積
約
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、

展
示
文
物
三
千

余
件
と
い
う
大
規
模
な
博
物
館
で
あ
る
。

荊
州
博
物
館
の
歴
史
文
物
陳
列
展
覧
は
、
以
下
の
七
つ
の
専
題

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
①
江
漢
平
原
原
始
文
化
展
、
②
江

漢
平
原
楚
漢
文
化
展
、
③
伝
世
文
物
展
、
④
荊
州
出
土
簡
団
文
字

展
、
⑤
荊
州
鳳
凰
山
一
六
八
号
漢
墓
展
、
⑥
古
代
漆
器
精
品
展
‘

⑦
古
代
絲
織
品
展
。

こ
の
う
ち
①
か
ら
④
の
四
室
は
陳
列
大
楼
（
写
真
1
)
に
あ
り
、

⑤
か
ら
⑦
の
三
室
は
中
庭
の
池
に
面
し
た
珍
品
館
に
あ
る
。
以
下
、

簡
閥
資
料
に
か
か
わ
る
④
荊
州
出
土
簡
阻
文
字
展
（
写
真
2
.
3
)
、
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⑤
荊
州
鳳
凰
山
一
六
八
号
漢
墓
展
（
写
真

4
)

告
す
る
。

の
展
示
内
容
を
報

写真 3

（
一
）
荊
州
出
土
簡
頃
文
字
展

こ
の
展
示
室
で
中
心
的
な
位
置
を
し
め
る
の
が
、
一
九
八
三
年

か
ら
八
四
年
に
か
け
て
出
土
し
た
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
で

げ
ん

あ
る
。
「
二
年
律
令
」
「
奏
諏
書
」
「
算
数
書
」
「
蓋
嘔
」
「
引
書
」
「
脈
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書
」
の
一
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
を
記
し
た
ラ
ベ
ル
を
付
し
て
、

四
台
の
展
示
ケ
ー
ス
の
な
か
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。
竹
簡
は
一
簡

ず
つ
ガ
ラ
ス
板
に
は
さ
ん
で
密
封
し
た
状
態
で
並
べ
ら
れ
て
お
り
、

竹
簡
の
状
態
や
筆
跡
、
篇
綴
痕
な
ど
か
ら
原
簡
と
見
な
さ
れ
る
。

張
家
山
漢
簡
以
外
で
は
、
一
九
九
二
年
出
土
の
高
台
十
八
号
漠
墓

木
贖
（
原
簡
）
、
一
九
九
二
年
出
土
の
周
家
台
三
十
号
秦
墓
竹
簡
「
餞

図
」
（
原
簡
）
、
一
九
七
八
年
出
土
の
天
星
観
一
号
楚
墓
竹
簡
（
複

製
）
の
一
部
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
わ
が
国
で
も
と
く
に
関
心
の
高
い
、
張
家
山
漠
簡
「
ニ

年
律
令
」
に
つ
い
て
、
原
簡
の
現
状
を
少
し
詳
し
く
報
告
し
て
お

こ
う
。「
二
年
律
令
」
の
竹
簡
は
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に
十
八
簡
が
展

示
し
て
あ
っ
た
。
メ
モ
を
も
と
に
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
[
二
四
七

号
墓
]
』
（
文
物
出
版
社
、
二

0
0
一
年
）
の
番
号
と
照
合
す
る
と
、

右
か
ら
、
4
3
9
.
7
6
.
4
8
8
.
3
2
9
.
4
2
7
.
4
3
5
.
4
8
3
.
8
6
.
9
0
.
4
7
4
.
7
5
.

9
7
.
4
3
4
.
4
9
4
.
3
4
5
.
7
1
.
2
0
8
.
6
4
の
順
に
ラ
ン
ダ
ム
に
排
列
さ
れ

て
い
た
。
ち
な
み
に
こ
う
し
た
展
示
方
式
は
、
他
の
竹
簡
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
原
簡
を
実
見
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
竹

簡
の
劣
化
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
保
存
整
理

が
行
わ
れ
て
ほ
ど
な
く
撮
影
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
る
『
張
家
山
漢

墓
竹
簡

U

一
四
七
号
墓
]
』
の
図
版
に
お
い
て
も
、
す
で
に
竹
簡
の

損
傷
や
文
字
の
薄
れ
が
見
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
出
土
か
ら
二

十
一
年
を
経
て
、
竹
簡
の
断
裂
や
歪
曲
が
顕
著
と
な
り
、
墨
の
脱，
 

2
.
 

3
 

色
も
進
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
8
6
.

4
3
5
.
4
3
9
な
ど
の
竹
簡
に
は
図
版
に
見
ら
れ
な
い
亀
裂
が
生
じ
、
3
2
9
.

5

7

 

3
は
そ
れ
が
文
字
に
も
及
ん
で
い
た
。
ま
た
、
2
に
は
下
部
の
「
其
」

4

4

 

字
と
「
二
」
字
と
の
間
に
新
た
な
断
裂
が
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
4
8
8

は
図
版
に
お
い
て
も
墨
色
が
薄
く
判
読
し
に
く
い
部
分
が
あ
っ
た

が
、
現
状
で
は
ほ
と
ん
ど
文
字
の
痕
跡
を
認
め
が
た
い
ほ
ど
に
薄

れ
て
い
た
。

出
土
・
公
表
後
に
お
け
る
簡
讀
の
保
存
管
理
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
敦
煽
漢
簡
•
居
延
漢
簡
と
の
関
連
か
ら
、
大
庭
脩
先

生
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
『
大
英
図
書
館
蔵
敦
煽
漢
簡
』
〈
同

朋
舎
、
一
九
九

0
年
〉
序
言
・
解
説
編
「
む
す
び
」
参
照
）
。
現
在
、

陸
続
と
発
見
・
公
表
さ
れ
る
新
出
土
簡
贖
の
研
究
に
追
わ
れ
る
状

況
で
あ
る
が
、
同
時
に
中
国
各
地
の
博
物
館
や
研
究
所
な
ど
に
所

蔵
さ
れ
る
大
量
の
簡
閥
の
保
存
・
管
理
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
か
に
つ
い
て
も
、
対
応
が
急
が
れ
る
課
題
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
痛
感
し
た
。

（
二
）
荊
州
鳳
凰
山
一
六
八
号
漠
墓
展

鳳
凰
山
一
六
八
号
漢
墓
は
一
九
七
五
年
に
発
掘
さ
れ
、
墓
主
で

あ
る
男
性
の
湿
屍
体
の
発
見
が
大
き
な
な
話
題
と
な
っ
た
が
、
簡

贖
・
文
書
用
具
・
漆
器
な
ど
貴
重
な
副
葬
品
も
数
多
く
出
土
し
て
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い
る
。展
示
品
の
な
か
の
文
字
資
料
と
し
て
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は

竹
贖
で
あ
る
。
竹
贖
は
、
約
二
十
三
Cm

の
輪
切
り
に
し
た
竹
を
縦

に
割
き
、
表
側
を
五
面
に
面
取
り
し
て
、
四
行
に
墨
書
さ
れ
て
お

り
、
内
容
は
生
前
の
「
江
陵
丞
」
か
ら
死
後
の
「
地
下
丞
」
へ
あ

て
た
墓
主
の
身
分
証
明
書
、
い
わ
ゆ
る
「
冥
土
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
保
存
状
態
は
き
わ
め
て
よ
く
、
長
脚

体
の
点
画
を
交
え
た
変
化
に
富
む
草
隷
の
文
字
の
鮮
明
さ
に
思
わ

ず
目
を
見
張
っ
た
。
な
お
類
似
の
形
式
を
も
つ
竹
贖
の
例
は
包
山

楚
簡
に
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
副
葬
品
の
車
馬
に
か
か
わ
る
内
容

で
あ
り
、
両
者
の
性
格
は
異
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
墓
主
の
口
の
中
に
含
ま
れ
て

い
た
姓
か
名
と
見
な
さ
れ
る
「
遂
」
字
を
陰
刻
し
た
玉
印
、
正
面
・

背
面
に
計
量
の
不
正
を
罰
す
る
条
文
、
側
面
に
「
口
黄
律
」
の
文

字
が
書
か
れ
た
天
秤
衡
杵
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
文
字
資
料
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
資
料
と
し
て
、
毛
筆
・

筆
套
・
墨
（
顆
粒
）
•
石
硯
・
研
墨
石
・
無
字
木
贖
・
削
刀
の
文
書

用
具
一
式
の
展
示
も
注
目
さ
れ
た
。
文
字
を
記
し
た
簡
贖
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
文
書
用
具
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
現

在
で
は
把
握
し
難
い
当
時
の
文
字
書
写
の
実
態
を
知
る
上
で
、
き

わ
め
て
有
意
義
で
あ
っ
た
。

（
福
田
哲
之
）
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